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１．ＩＡＦ概要（活動目的と体制）
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◼活動目的
➢ 時代の変化に適合した製造業のユー

ザビジョンの実現を目指す。また、オー
トメーションに係わるユーザニーズの発
掘、定義を行う。
➢ ユーザビジョンを実現するために、情

報化・高度化技術の調査・研究・開発・
標準化・普及を支援する。
➢ 情報化・高度化技術分野における個々

の活動(団体)との連携・統合、情報の共
有を目指し、内外の関係機関(団体)と
の協働を行う。

正会員

情報会員

学術会員

協力団体

IAF会員

運営委員会

プロジェクト・ＷＧ

事務局

総 会

会 長

技術部会

国際標準化

運用ＷＧ

情報ＷＧ

モデリングＷＧ

企画部会

部 会

普及部会

諮問委員会※

I A F の組織図と事業活動 （ ：事業活動 ）

ＩＡクラウドＰＪ

制御層情報連携
意見交換会

電気通信大学
新誠一教授

※ 諮問委員会 (ユーザ企業・ベンダー企業数社の役員クラスで構成)
はIAFの運営等について助言をおこなう。

◆主な活動分野

➢工場の実行層以下のレイヤーにおける
標準化に、モデルベースで挑戦する活動

➢Web・クラウドをキーワードに、アドホック
に、工場の情報化に関するデファクト標
準を積み上げる活動



２．ＷＧ/プロジェクト活動の趣旨
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➢ユーザとベンダーが協調し、市場に直結したものづくり技術の開発をFA
・PAの分野を越えて、連携と変化に即応できるプロジェクト体制で推進

ＷＧ／
プロジェクト名

主 査 趣 旨

情報ＷＧ
藤島 光城
(三菱電機(株))

ERP等の経営層、MES等の実行層、PLC等の制御層の各層の情報の持ち方を
国際標準と日本型の２つの視点で検討する。

運用ＷＧ
金子 茂則
((株)日立製作所、ＩＡＦ
運営委員会副委員長）

情報利用者の視点でKPI（評価指標）、セキュリティ－、クラウド技術を検討する。

モデリングＷＧ
西村 秀和
(慶應義塾大学教授)

情報システム委託、設計において、UMLとSysMLモデル表記方法を検討する。

ia-cloud
プロジェクト

橋向 博昭
(@bridge consulting、
IAF運営委員会幹事)

産業オートメーション（IA）分野において、様々なIA関連の設備・機器・システムが
保持する情報をクラウドサービスで利用できる共通的な仕組みを構築する。

制御層情報連携意
見交換会

伊藤 章雄
(FDT Group ＡＩＳＢＬ、
横河電機(株))

制御層における情報連携の有効性を確認する。
新規技術項目の創出と標準化を提案する。

シーズ分科会
(WG)

伊藤 章雄
(FDT Group ＡＩＳＢＬ、
横河電機(株))

OPC, PLCopen, FDTとして何ができるか、HowToの方法論と対象を整理し、その
標準化技術に関するユースケースマトリクス図、ターゲット図の作成を行う。
FAシナリオの詳細を検討し、OPC, PLCopenのユースケース等を関連付ける。

ＫＰＩ分科会(WG) 
藤島 光城
(三菱電機(株))

アプリケーションのメリットの指標としてのKPIに関する議論を実施。
制御層情報連携シーズ検討分科会のOUTPUTをKPIに繋げる議論を行う。
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概要

2011年頃よりITからIIoT技術の進化を予見し、これまでの工場ネットワークを対象とした
規格と利活用を推進する活動から、工場内の生産と経営層との相互連携の規格と利活
用に関する活動へ発展した。現在は、ものづくりのみならず商品企画から設計、調達、
全ての世界へIIoTが広がっており、IAFは製造現場とPLM、ERP等の上位システム間との
IIoTをスコープに、MES/MOMでの製造用KPI(ISO22400)の価値・課題・実装に関して活
動する。

※MES：Manufacturing Execution Systems、MOM：Manufacturing Operations Management

ゴール
製造業の情報化・高度化に関する諸団体と協力し、ものづくりにおける“ものとことを繋
ぐ”連携と自動化を推進する。

主な活動項目

２０１８年度 取組状況［決算：２．６百万円］ ２０１９年度 計画［予算：４．３百万円］

✓総会(7月)・運営委員会4回開催(6,7,8,9月)

✓フォーラム開催(10月)

✓ ia-cloudプロジェクト：分科会を定期的に11回開催、
Webサービス型IoTプラットフォームの実証実験や
仕様書の策定

✓CLiCのプロジェクト：検討会を定期的に7回開催、ユ
ースケースマトリクスの検討内容をSICE 2018で発
表、KPIプロセス評価の実証準備

✓生産システム見える化展にia-cloudを出展し、デモ
ンストレーションを実施(7/18～20)

✓総会・運営委員会の開催
✓フォーラム開催
✓ ia-cloudプロジェクト：各種実証実験を継続し、ia-

cloud Web APU Ver2を実装したクラウドサービスを
立ち上げる。また、ia-cloudとNode-REDを活用した
ワークショップを開催する。

✓CLiCのプロジェクト：ユースケースに対する各団体
仕様の活用検討と関係技術のスタディーを行う。
KPI実運用に向けたKEIモデルの検証、SMKL白書

を発行する。また、CLiCとしてEdgecrossプラット
フォームを活用したIIFES２０１９への出展を実施。
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◆CPPS（Cyber Physical Production System）の拡張
✓ ProductionからProductsへの展開とその背景

✓ MBSE(Model-Based Systems Engineering)活動の開始

✓ 他団体との連携

✓ 本年度体制

◆ＩＡクラウドプロジェクトの推進

◆制御層情報連携意見交換会(CLiC)の推進



４．ＩＡクラウドプロジェクト
ia-cloud Web API Ver.2をリリースし、実証サイトを稼働
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ia-cloud Web API Ver.2を実装したクラウド
サービスを稼働させ、実証実験を実施する。



４．ＩＡクラウドプロジェクト
Node-RED環境の拡充

IAF ( Industrial Automation Forum )

各種クラウド
サービス

Node-red
見える化サーバ

PLCや各種センサ機器の
Node-RED nodeを開発

IoTゲートウエイ

ia-cloud

リモートアクセス
サーバ

◼ Node-REDによるエンドユーザコンピューティング
◆ IoTゲートウエイのフィールドサーバアプリケーション

◆ クラウドサーバ側の見える化アプリ

◆ Aiを始め、各種のクラウドサービスの利用

◼ 一連のサービスを公開サービスとして立ち上げ運用する。

収集・蓄積
ia-cloud連携nodeを開発

AI・データ解析等クラウ
ド連携nodeを開発

ダッシュボード
見える化・分析アプリを開発

Node-RED カスタムNodeの追加開発（オープンソース）

センサベンダーや制御機器ベンダのパートナーを増やし、各ベンダーの
機器を接続するためのカスタムNodeを拡充する。

製造業での利用を想定した各種のダッシュボード表示Nodeを開発・拡充する。

クラウド上の各種データ分析サービスとの連携を行うカスタムNodeを開発する



４．ＩＡクラウドプロジェクト
都産技研中小製造業ワーキンググループの運営
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中小製造業のための DIY 実践 IoT 活用ワーキンググループ

Node-REDとia-cloudサービスを利用したハンズオンワークショップを開催
ハンズオン参加者の中から実践IoT活用課題解決ワークショップを開催

同様のコンテンツを他の公設試やIoT 推進支援団体と協力し開催を計画
（KISTEC・IVI教育普及委員会・TAMA協会との協力を計画）



４．ＩＡクラウドプロジェクト
都産技研中小製造業ワーキンググループの運営
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中小製造業のための DIY 実践 IoT 活用ワーキンググループ

ジャンズオンワークショップに先立ち、セミナーを開催



５．制御層情報連携意見交換会(CLiC) 
２０１９年度活動計画(1)
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◼CLiC活動方針

✓ 制御層における情報連携の有効性の確認

✓ 新規技術項目の創出と標準化の提案

◼シーズ分科会

ユースケースに対する各団体仕様の活用検討と関係技術のスタディ

１）今後3年程度の中期に渡る作業計画の検討

２）ユースケースに従い標準化技術の役割を明確化

３）ユースケースの整理とシステムモデルの表現方法の検討

４）KEI Modelに有効なユースケースの提案



５．制御層情報連携意見交換会(CLiC) 
２０１９年度活動計画(2)
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◼ＫＰＩ分科会

ＫＰＩ実運用に向けたKEI(KPI Element Information) Modelの検証及びＫＰＩ
システム構築に関する国際標準技術の実適用

１）KEI Modelの作成と実工場をターゲットとした実証実験

➢ 工作機械が配置された製造ラインをモデリング、国際標準技術の適用を斡旋

２）日本OPC協議会との連携

➢ KEI Modelの適用事例などで連携

３）体制構築：基盤づくり

➢ プロジェクトとして参加者を募集

４）ＫＰＩを実践的に活用するための検討

➢ KPIに基づいたＳＭＫＬ（Smart Manufacturing Kaizen Level）の白書を発行



５．制御層情報連携意見交換会(CLiC) 
２０１９年度活動計画(3)
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◼シーズ分科会とＫＰＩ分科会合同作業
１）ＣＬｉＣとしてEdgecrossプラットフォームを活用したIIFES2019（旧：SCF／

計測展TOKYO）への出展を実施

２）Edgecrossコンソーシアムとの相互協力の形態を検討



６．ＩＡＦ企画部会
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ＷＧやＫＰＩ関連やイベントなどの問題を検討し、ＩＡＦ運営委員会の議事
になるまでの問題を整理する。想定する議事は以下の３点である。

１）２年間実施出来なかった情報ＷＧ／運用ＷＧ／モデリングＷＧの合同
ＷＧ会議(カンファレンス)の実施
スコープはＬ２以下の生産システムと上位基幹システムとのＭＥＳを活
用した連携に加えて、新たにＬ２で生産を行うProducts（製品）を対象と
したＣＰＰＳの領域へ拡大

２）ＲＲＩ、Edgecross、経済産業省実証実験プロジェクト（仮称）等の非営
利団体との協業
上記の合同ＷＧ会議(カンファレンス)で得た知見を利用して、専門外
の方が理解できるようなセミナー等を利用した情報発信を実施

３）経済産業省の九州山口実証実験デモＰＪ等、ＩＡＦへ参画依頼があった
プロジェクトの活動
ＩＡＦの会員及びそのテクニカルリソースが不足することが想定される
ため、会員のリクルートを実施



７．セミナー・展示会等への参画
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◼ＩＡＦ活動の普及
➢ 情報連携・統合技術の普及のための各ＷＧ・活動中のプロジェクトなど

の成果を活かして、ＩＡＦフォーラムや展示会への参加等を企画する。

➢ 具体案として、エンドユーザーとディスカッションを開催する予定。

➢ ユーザディスカッションの場の設定と開催



８．２０１９年度会員体制
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■正会員：２１企業及び団体（対H30年度▲１）
アイテック阪急阪神(株)
アットブリッジ コンサルティング
(株)エス・ジー
ＦＡオープン推進協議会
オムロン(株)
(株)ケー・ティー・システム
産業インテグレーションサービス(株)
シュナイダーエレクトリックフォールディングス(株)
ショーダテクトロン(株)
センチェリー・システムズ(株)
（株）ヨコハマシステムズ【６月入会】

ダッソー・システムズ(株)
(株)立花エレテック
ｄＳＰＡＣＥ Ｊａｐａｎ(株)
東芝インフラシステムズ(株)
日本ＯＰＣ協議会
日本精工(株)
(株)日立製作所
(株)ベルチャイルド
三菱電機(株)
ＮＰＯ法人 ものづくりＡＰＳ推進機構

■情報会員：２６企業及び団体（対H30年度▲１）
(一社)IoTリサーチ＆デザイン
アズビル(株)
EtherCAT Technology Group
㈲伊藤ソフトデザイン
ＦＤＴ Ｇｒｏｕｐ日本支部
ＯＤＶＡ日本支部
(地独)神奈川県立産業技術総合研究所
(一財)機械振興協会 技術研究所
技術知識基盤構築機構
(株)クロワッサンパートナーズ【４月入会】
(一社) Sercosアジア 日本事務所
ＳＩＣＥ－ＩＡ 計測・制御ネットワーク部会
ＳＩＣＥ－ＳＩ

(国研)産業技術総合研究所
ＣＣ－Ｌｉｎｋ協会
(株)ソフトウェアプロダクツ
日本ＡＳ－ｉ協会
(一社)日本電機工業会
(公社)日本プラントメンテナンス協会
ＮＰＯ法人 日本プロフィバス協会
(一社)日本ロボット工業会
ＰＬＣｏｐｅｎ Ｊａｐａｎ
(株)ブリヂストン
ベザレル(株)
村田機械(株)研究開発本部【４月入会】
ヤマキ電気(株)

■学術会員：５名 ■協力団体：１団体
新 誠一 電気通信大学 情報理工学研究科 機械知能システム学専攻 教授
西岡 靖之 法政大学 デザイン工学部 システムデザイン学科 教授
西村 秀和 慶應義塾大学 大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 教授
福田 好朗 法政大学 名誉教授
水川 真 芝浦工業大学 名誉教授

(一社)ＩＡＩ日本

2019年7月12日現在
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ありがとうございました


